
 

2024 年 11 月８日 

各   位 

会社名   福井コンピュータホールディングス株式会社 

代表者名   代表取締役グループ CEO 佐 藤  浩 一 

（コード番号：９７９０ 東証プライム市場） 

問合せ先   取締役グループ CFO/CHRO 橋 本    彰 

（ＴＥＬ．０７７６－５３－９２００） 

 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、2026 年 3 月期から 2028 年３月期までの 3 年間を対象

期間とする中期経営計画について決議いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、中期経営計画の概要につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

また、本日、当社の連結子会社である福井コンピュータアーキテクト株式会社（本社：福井県

坂井市、代表取締役 COO：田辺竜太）及び福井コンピュータスマート株式会社（本社：福井県

坂井市、代表取締役 COO：柏木保宏）より、それぞれ本中期経営計画の中核を担うソリューシ

ョンについてプレスリリースしております。 

各ソリューションの詳細につきましては、参考資料として中期経営計画資料の末尾に添付して

おりますので、併せてご参照ください。 

 

以上 
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第3期 中期経営計画
FY2025 - FY2027



 はじめに
 基本方針と将来像
 重点施策
 人的資本の成長戦略
 定量目標
 キャピタルアロケーション
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第2創業期

これまで当社グループがCAD事業の経営基盤を築いてきたFY2018までを第１創業期、FY2019以降を第２創業期と考えております。
FY2019～FY2021を第１中期経営計画期間、FY2022～2024を第２期中期経営計画期間とし、FY2025～2027までの本中期経営計画期間を第３期としております。

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027

第1中期経営計画期間 第2中期経営計画期間 第3中期経営計画期間

 本期間ではその反省を踏まえ、外部環境の分析、当社が提供できる価値、ステーク
ホルダーとの関係性をゼロから見直した上で、外部環境を捉えた基本方針や当社の
目指すべき将来像を定めております。

 実現に向けた重点施策や、基盤となる人的資本や成長事業への投資に注力すること
で、構造変化が求められている建設業界全体に向けて、ステークホルダーと共に、
継続的なインパクトを創出し、安定的な成長を実現してまいります。

 前期間のFY2022～2024では、IT導入補助金の縮小等の外部環境の
変化に対応できず、当初設定した定量目標を達成できておりません。

前中期経営計画期間の振り返り

はじめに

中期経営計画期間について
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全てのステークホルダーとの価値観（問題意識）を共有し、
新たに・真に求められる価値を提供しながら共存共栄を目指します。
そのためにビジネスモデルの変革と、組織再編に取り組みます。

基本方針と将来像

中期経営計画の基本方針
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基本方針と将来像

ステークホルダーと
共に成長する
建設業界に対し永続的な社会的
インパクトを創出し、社会的基
盤の安定と持続可能な成長を実
現する

既存事業＋新規事業＋パートナー協業を
見据えた事業安定化と人的資本の成長

当社事業基盤を活かした新たなビジネ
スモデルの提供

建設業に特化したプラットフォーム
の提供による業務のデジタル化・最
適化・自動化支援

アカウント拡大×生産性向上による社
会的課題の解決

当社が提供していく価値

MISSION

VISION

VALUE

Be Must Be.
建設業のなくてはならないになる。

ALL for Stakeholder.
関係する人から喜ばれる会社になる。

Dream Big, Design First.
望まれるものをいち早くつくる。

目指すべき将来像ステークホルダーが
抱える課題

 ターゲット減少
 競争激化

 エンドユーザーの減少
 オーダーの高度化・細分化
（DX化・環境配慮）

 高齢化・少子化
 防災・減災
 環境問題

●
業
界
の
シ
ュ
リ
ン
ク 

●
パ
ー
ト
ナ
ー
・
取
引
先
と
の
利
益
相
反

当社（社員）

パートナー企業・
取引先

ユーザー

行政・地域社会

 ソリューション多様化
 自社製品のレガシー化

ステークホルダーと共に行う建設業界への価値提供
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コアビジネス

重点施策

コアビジネス

アプリケーション等

ステークホルダーへの影響

サービス領域
サービスプラットフォーム
（FC Apps Direct）

サービス領域

ステークホルダーへの影響

共通データ環境（CDE）

従前 目指す姿

新たなビジネスモデル（FC Apps Direct）の展開
 アプリケーション（社外のソリューションを含む）を新た

なサービスプラットフォームにより提供

 当社顧客のニーズに対し、最適化・自動化してプラット
フォーム上でのクロスセルを行い、アカウント拡大・
ARPA拡大を目指す

コアビジネスの成長（ARCHITREND ONE等）

 CADの漸進的成長、新たな機能の追加

 プラットフォーム機能による顧客基盤の拡大

 アプリケーションのみでは効率化が難しい課題に対して、
AIを活用したBPOサービスの提供

共通データ環境（CDE）の構築
 プロジェクトデータ等にかかわる共通データ環境（CDE）

の構築を推進

 データを一元管理することで、総合的な省力化・省人化の
支援を行う

1 2 3
イノベーションにより目指す成長のイメージ

CDE : Common Data Environment
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CAD AI-BPO

市場開拓に向けたアウトプット

プラットフォーム

A工程 B工程 C工程 D工程 E工程

AIAI・XR

ARCHITREND ONE等

重点施策

建設業従事者

工程毎のデータを
クラウドで標準化して管理

FC Apps Direct FC Apps Direct

オペレーションの
オートメーションサービス

既存アプリ

新たなビジネスモデル（FC Apps Direct）の展開
 アプリケーション（社外のソリューションを含む）を新た

なサービスプラットフォームにより提供

 当社顧客のニーズに対し、最適化・自動化してプラット
フォーム上でのクロスセルを行い、アカウント拡大・
ARPA拡大を目指す

コアビジネスの成長（ARCHITREND ONE等）

 CADの漸進的成長、新たな機能の追加

 プラットフォーム機能による顧客基盤の拡大

 アプリケーションのみでは効率化が難しい課題に対して、
AIを活用したBPOサービスの提供

共通データ環境（CDE）の構築
 プロジェクトデータ等にかかわる共通データ環境（CDE）

の構築を推進

 データを一元管理することで、総合的な省力化・省人化の
支援を行う

1 2 3

共通データ環境（CDE）

自社アプリ 他社アプリ

イノベーションにより目指す建設業全般を包括したサービス提供

自社アプリ 他社アプリ新規アプリ
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INPUT

開発戦略

プリセールス

INPUT

OUTPUT

重点施策

 各種データを分析・可視化し、開発や販売戦略に結び付けることで、新たなソリューションの創出を目指します。
 ソリューションの機能、提供スピードの向上を図ります。

サービスデザイン

データ戦略 販売戦略

マーケティング
プロジェクトデータ

アカウントデータ

顧客行動データ

分析

OUTPUT
可視化

データドリブン経営の推進

カスタマー
サクセス

セールス

プロモーション
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重点施策

プロセス 認知・興味関心喚起 リードナーチャリング 商談化・クロージング 納品・サポート 満了案内・更新提案 アップセル
クロスセル

フィールドセールス

カスタマーサクセス

カスタマー
サクセス

フィールドセールス
企業規模大

プロモーション
企業規模中

企業規模小
インサイドセールス

インサイドセールス フィールドセールス フィールドセールス

インサイドセールス

PR

FI

IN FI

IN CS IN

CS

FI

FI

ユーザーへ最適な製品を提供するための営業機能の効率化
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人的資本の成長戦略

 当社グループにとって人的資本は持続的な競争優位性の源泉です。

 人事施策については求める人物像を明確にしたうえで制度構築し、
経営戦略と結び付けながら積極的な投資を行います。

個人の成長がグループの成長につながる

「個」の成長が「組織」の成長を促す好循環型のスパイラル
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人材要件

変わりゆく業務プロセス・事業のバリューの中で現状
認識を行いながら、各セクションにおいて戦略的にリ
ソースを配賦し、自組織のみならず、全社的な成果に
結びつけるよう意識し、ディレクションを行う。

外部環境と当社グループが目指す将来像を踏まえ、真
に求められる価値提供のために変革を推進し、実現す
るための事業デザインを行う。

マネジメントの下で、当社グループのミッションス
テートメントに則り、着実な企業価値向上に資するよ
う業務に取り組む。

・サクセッション委員会の始動
・マネジメント研修・評価者研修による能力開発
・期初・期中MTGによる全社方針/KPI共有

・社外トレーニー
・事業起案
・FIT＆GAP

・タウンホールMTG
・福利厚生改善

取組内容

 本中期経営計画を進めるための、人的資本への投資とその効果測定に取り組みます。

 業務プロセスや当社グループが提供する価値を改善するための人的資本投資を行います。

 投資の対象は、経営及び管理を主としディレクションを行うマネジメント人材、事業等の企画・実現を主とするイノベーティブ人材、
実務を推進するバリュー人材/グロース人材の３つに区分し、それぞれに応じた取り組みを行います。

マネジメント人材

イノベーティブ人材

バリュー人材
グロース人材

・採用強化
・社内表彰
・組織診断
・能力開発

 他

人的資本の成長戦略
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売上 営業利益

定量目標

ROE 株主配当

175億円
FY2023

138億円

FY2027

80億円
FY2023

55億円

FY2027

15%以上
FY2027

配当性向35%以上
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2023 - 2027売上 営業利益

138億円 138億円

155億円
160億円

175億円

55億円 53億円
67億円 68億円

80億円

定量目標
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事業投資枠

新たなる事業創出のために重点取組やデータ戦略実
現に向け、事業への投資および積極的な人的投資を
行ってまいります。

新しい製品やサービスの開発を行いイノベーション
の創出や、将来的な技術開発や応用研究の基盤を築
きます。

設備メンテナンス費用等

キャピタルアロケーション

今後3年間の投資枠

70億円FY2025 - FY2027

成長

イノベーション
（R&D）

維持更新

株主還元

配当性向35%以上

今後3年間の配当合計額

50億円FY2025 - FY2027
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① 福井コンピュータアーキテクト株式会社 
タイトル：オールインワンの設計コネクトサービス『ARCHITREND ONE』 

2024 年 12 月 11 日（水）よりサービスイン！ 

 

② 福井コンピュータスマート株式会社   

タイトル：～建設業の課題にスマートな解決策を～ 

建設業界に特化したサービスプラットフォーム「FC Apps Direct」の公開について 
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｜ News Release 

【本件に関するお問合せ】  福井コンピュータアーキテクト株式会社 営業企画課  
福井県坂井市丸岡町磯部福庄 5-6 https://archi.fukuicompu.co.jp 
Tel︓0776-67-8850  問い合わせフォーム︓https://hd.fukuicompu.co.jp/contact/general.php 

報道関係者各位                                                   2024年11月8日 

福井コンピュータアーキテクト株式会社 

オールインワンの設計コネクトサービス 『ARCHITREND
ア ー キ ト レ ン ド

 ONE
ワ ン

』 
2024年12月11日（水）よりサービスイン︕ 
～アーキトレンドをつなげよう。あらゆるデバイスから設計データをシームレスに共有して生産性を向上～  

福井コンピュータアーキテクト株式会社（本社︓福井県坂井市、代表取締役COO︓田辺 竜太）では、オールイン
ワンの設計コネクトサービス『ARCHITREND ONE』を2024年12月11日（水）よりサービスインいたします。 
建設業の働き方改革が求められる中、業務プロセスの見える化や効率化は大きな課題であり、営業・設計・施工など

の作業フェーズにおける設計情報の共有が重要となっています。『ARCHITREND ONE』 では、クライアントとクラウドを 
融合してあらゆるデータを効率的に共有することで業務効率化を強力にサポートいたします。 

【ARCHITREND ONEについて】  
設計フェーズにおいては、設計図書を紙やPDFで個別共有するなど全体的なシステム化が遅れており、設計変更時の 

リアルタイムな情報伝達や図面の整合性にも大きな課題があります。 
『ARCHITREND ONE』では、3D建築CADシステム『ARCHITREND ZERO』のデータがシームレスにクラウド連携し

て常に最新データの管理が行えます。アカウント単位で閲覧制限・編集権限を設定した上で場所・時間を問わず様々な
デバイスから最新データを活用できるので、各部署や協力会社と “アーキトレンドをつなげる感覚” で整合性のある設計
情報の共有や進捗確認、遠隔からの作業指示などが可能となり大幅な生産性向上が図れます。 

【リリース日】 

 2024年12月11日（水）  

【価格（税別）】   
 利用料金︓月額15,000円／30ID 【基本容量1TB】 （追加料金︓月額5,000円／10ID） 
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｜ 

各自のパソコン
42%

自社サーバー
33%

クラウドサービス
13%

紙で保管
11%

共有していない
41%

自社サーバー
29%

クラウドサービス
15%

メール
12%

パソコン
54%スマホ

26%

タブレット
20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事務作業

設計業務

施工管理業務

耐震関連業務

省エネ関連業務

施主への説明業務

検査業務

写真に関する業務
増えない 平均1～5時間 平均6～10時間 平均11～15時間 平均16～20時間 平均21時間以上

業務プロセスの効率化に向けて 
① 社内管理における図面の整合性と設計データに係る属人化の解消  ▶ 
② 設計変更があった場合の社内外のリアルタイムかつ正確な情報共有 ▶ 
③ 各部署や協力会社ごとに異なる運用ルールやデータ形式などの統一 ▶ 
 

 

 本サービスの背景 【弊社ユーザー向けWebアンケートより（有効回答数1,446件）】                           

このたび弊社では住宅事業者実態調査として弊社ユーザー様にアンケート調査を実施いたしました。働き方
改革や法改正対応に向けて、設計データの共有・作業時間の短縮は大きな課題と考えられます。 

 設計データの管理・共有については全体最適化が十分進んでいない。 
設計データの管理は「各自のパソコン」が半数近くあり、約4割が設計データを「共有していない」など 
効率的な設計データの管理が進んでいない状況にあります。また、共有データを見る端末は「パソコン」
が過半数以上とモバイル環境におけるデータ閲覧は今後さらに伸びていく可能性が伺えます。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 「設計業務」と「省エネ関連業務」で大幅な作業時間増加が懸念されている。 

法改正の影響でどの業務においても作業時間の増加が予想されますが、特に「設計業務」と「省エネ
関連業務」は平均6時間以上増加の回答が半数近くを占めています。確認申請の規定変更や提出
図書の増加で、作業効率化にむけて設計情報の共有・活用が大きなテーマになると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計データの管理方法 設計データの共有方法 共有データを見る端末 

法改正により、1現場当たりどれくらい作業時間が増えそうか︖ 

オールインワンで 
横断的に活用できる 
クラウド情報共有 
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｜ 

                ARCHITREND ONEのポイント                       

設計を限りなくスマートに。 

情報共有をオールインワンで。 
  
  
 
   
  
 
ARCHITREND ONEは設計データを中心に様々な業務が“つながる”オールインワンのクラウドサービスです。シームレス
に整合性のとれたCADデータや各種情報を常に最新のデータとしてリアルタイムに共有できるので、あらゆる業務シーンで 
各部署や協力会社とスマートに連携しながら業務効率化が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
ARCHITREND ONEでは、今後も各種プログラムとの連携や様々な業務を想定した機能拡張を図りながら設計コネク
トサービスとしての有用性をさらに高めていくことで、将来的な業界情勢を見据えた弊社ユーザー様の業務支援ならびに
使用満足度の向上に努めてまいります。  

※本件は2024年5月10日に福井コンピュータホールディングス株式会社から発表された「株式会社フォトラクションとの住宅関連事者向け商品の共創につい
て」の共同開発による新サービス詳細をご案内するものです。 

常にARCHITREND ZEROデータとダイレクトに連携して管理・共有が
可能。担当者以外でも CAD を起動することなく PDFや JWW に自動
変換してダウンロードできるので属人化されていた業務も解消。 

いつでも。どこでも。アーキトレンドを取り出せる 

図面・データの共有はURL一つでOK。アカウント単位で閲覧制限や編
集権限を設定しながらデータの見える化・意思疎通を図ることで社内外
の情報共有がスムーズに。 

最適なアカウント制御でデータを見える化 

統一ツールでリアルタイムに情報共有を図ることで業務プロセスを最適
化。パソコンだけでなくスマホやタブレットでも効率的に共有できるので、
全体的な業務フローの効率化を実現。 

共有ツールを統一して業務プロセスを最適化 
 

他の担当者でも CADを起動せずに ARCHITREND ONEに保存され
た物件データから確認申請書などの申請書類の作成・出力が可能。日
報や安全記録などの書類や台帳なども電子化して活用。 

申請書類や台帳などの作業ワークを省力化 

図面変換の 
作業手間を 

削減 

情報共有の 
トラブルを 

防止 

業務フロー
の効率化を 

促進 

申請書の 
作業手間を 

軽減 



 

  

｜ News Release 

2024年 11月８日 
報道関係者各位 

福井コンピュータスマート株式会社 

～建設業の課題にスマートな解決策を～ 
建設業界に特化したサービスプラットフォーム 

「FC Apps Direct」の公開について 
 

福井コンピュータスマート株式会社（本社：福井県坂井市、代表取締役 COO：柏木保宏。以下、福井
コンピュータスマート）は、建設業に特化しワンストップで解決策を提供する新しいサービスプラット
フォーム「FC Apps Direct」を 2024年 12月 11日（水）に公開します。 
 本サービスは建設業の生産性向上や効率化を支援するソリューションを、参画するパートナー企業と
共に提供し、顧客の利便性向上を図ることにより、建設業の課題解決を推進します。 
 なお、本案内は 2024年 5⽉10⽇に発表した内容の詳細となります。 

 サービスの背景 
建設業界は労働力不足や材料費の高騰、環境への配慮などの課題に直面しています。これに対処す
るため、デジタル化は必要不可欠ですが、そのための製品やサービスが簡単には見つけにくい状況
です。 

 サービスの概要 
「FC Apps Direct」は、建設業界の多様なニーズに応えるためのソリューションを、Web上で迅速
かつ最適に提供することを目的としています。 
デジタル化を促進するアプリケーションのみでなく、運用を支援するサポートや BPO、自動化を促
進する AI関連サービスなど、複層的にサービスを提供し顧客提供価値を最大化します。 



 

  

｜ 

 ポイント 

1. 3万社 11万人の顧客基盤 
当社は既に多くの建設業界の企業や個人とつながりを持っており、この基盤を活用しながら、
さらなる業界全体の支援を目指します。 

2. ワンストップのサービス提供 
サービスの検討から購入、決済、更新まで必要なサービスをワンストップで提供し建設業の環
境改善と生産性を高めます。※12月時点では一部製品にて決済機能がご利用可能です。 

3. 安全で効率的なデータ管理 
データは安全性が確保された 2025 年度竣工予定の当社データセンターへの格納を予定してお
り、今後はこのデータを活用した新たなサービスの提供を視野に入れています。 

4. 業界知見を持ったエキスパートによる対応 
福井コンピュータグループは、建設業の有資格者が約 100 名在籍しており、豊富な専門知識と
経験を保有したエキスパートが、最適なソリューション提供を支援します。 

 

 展開について 
「FC Apps Direct」は、建設業に特化した様々なソリューションを提供するため、パートナー企業
と共に成長を目指していきます。パートナー企業は、本取組に参画することで、業界における認知
拡大を図る機会を得られます。今後、掲載ソリューションは 2027年度を目処に約 100ラインナッ
プを計画しており、当社の顧客基盤や事業シナジーを活用し、効率的かつスマートにサービスを提
供します。サービスを通じて生まれるデータは、当社のデータセンターに蓄積、さらなるイノベー
ションの提供材料として利活用し、業界課題に対する解決を推進します。 

当社は、環境変化に対応しながら生産性向上に寄与する新しい製品やサービスの提供に努めております。
本取組はその一環であり、今後も建設業への貢献に努めてまいります。 
 
 
【パートナー企業について（製品名／企業名）】 
 設計コネクトサービス ARCHITREND ONE／株式会社フォトラクション（共同開発） 
 動画・AR 手順書システム Dive／エピソテック株式会社 
 国産クラウド型ドローン測量システム KUMIKI／株式会社スカイマティクス 
 現場リモートツール SynQ Remote／株式会社クアンド 
 現場デジタル化ツール 現場 Plus／株式会社ダイテック 

※パートナー企業は今後拡大を予定しております 

 

以 上 

【本件に関するお問合せ】 福井コンピュータスマート株式会社 CX本部 CI センター 担当：堂前 
〒910-0006 福井県福井市中央⼀丁⽬3番 5号 FUKUMACHI BLOCK OFFICE 13F   
Tel：0776-67-8880 問い合わせフォーム：https://hd.fukuicompu.co.jp/contact/general.php 

https://hd.fukuicompu.co.jp/contact/general.php

